
横浜市訪問介護連絡協議会 令和３年度 第５回幹事会 

場所 Zoomによる web会議 

日時 令和 3年 10月 19日（火）18：35～20：00 

議題 （1） 横浜市より  

（2） 各委員会進捗状況 

（3） 各委員会に分かれて打ち合わせ 

出席者 

（敬称略） 

＜役員＞佐藤・細川・澤田・芳原・齋藤・笠原・北村・花摘・本間・水梨 

（欠席）正木、田中、花井 

＜各区代表・幹事＞（事業所名略）鶴見区：田村 神奈川区：木俣 西区：秋保 保土ヶ谷

区：陸 瀬谷区：永原、阿部 戸塚区：奥村、金沢区：岩本 栄区：知花 港北区：菅原、

青葉区：印牧 都筑区：青柳  

欠席区：中区、泉区 

 

議題 （1）横浜市より 

・横浜市家具転倒防止対策助成事業について  

 転倒防止器具の取付を無料代行する。申請期間は 9/1～11/30、対象者は、65歳以上、 

 あるいは要介護・要支援者等となっている。案内文とチラシ 10 部を各事業所に配布す

るので、必要と思われる利用者へ案内してほしい。なお、事前訪問と取付作業の 2回の 

 訪問が必要となることを伝えてほしい。 

・資格取得支援事業 

９月末現在、29名申請、714名受講している。申請者数が伸びていない。 

 ・横浜市主催入門的研修 

  10/13現在、80名受講となっている。 

 ・介護予防・日常生活支援総合事業の訪問型生活援助型サービスの活用について 

  H28.10に開始したもので、今回、サービス Aの対象者、従業者を整理した。積極的な

利用を包括支援センターと事業所にお願いしたい。 

包括により扱いにバラツキがあり、サービス A を提供している事業所も１/３ぐらいで

ある。ケアマネージャーの理解も進んでいない。サービス Aの対象を具体的に示してほ

しい。 

 （2）各委員会進捗状況 

 （広報） 

 ・ブログの更新 瀬谷区を掲載予定、次回は神奈川区の予定である。 

  ・Q＆Aコーナーの更新 今日の委員会で確認後、更新する。 

 ・トピックも何点か更新する。 

・研修委員会の更新に合わせて更新したい。また令和 2年度の研修ビデオについては準備  

 中である。 

 （多職種連携） 

    ・Zoomで行い、内容は、「コロナ感染症の濃厚接触者にならないような感染対策」とし、 

   緊急時の連携も含むものとする。 

  ・テーマは「多職種におけて情報共有」とし、困りごとを共有し、現場の声を行政にも

伝えたい。 

  ・事前に困りごとアンケートを行い、話し合いの投げかけとする。 



  ・ブレイクルームの参加者は区で分ける。 

  ・その他研修事項として、アンケート質問事項、研修内容、講師の手配、ファシリテー

ター、開催方法、医療連携は看護師だけでいいのか、等が考えられる。  

 （研修） 

  ・令和 3年 11月 17日（水）13：30～15：10 Zoomによるオンライン講義 

   申込期間は、10月 26日から 11月 10日まで 

  ・テーマは、「災害への備え東日本大震災から 10年を振り返って」 

  ・講師は石巻市の「パンプキン介護センター」代表取締役 渡邊智仁氏 

・10/25 カナミックとリハーサルを行う。11/12 までに資料受領する予定で、動画はな

し。11/12または 11/15に講師とリハーサルを行う予定である。 

  ・質疑応答は研修委員会で検討する。 

（3）各委員会に分かれ打合せを行った。 

配布先 上記出席者及び欠席役員幹事 

次回開催日 令和 3年 11月 16日 18：30～ 

 


